
[不成立]DCMホールディングス＜3050＞、ホームセンター中堅の島忠
＜8184＞をTOBで子会社化へ

ホームセンター大手のDCMホールディングスは2日、同業で首都圏を地盤とする中堅の島忠に対して完
全子会社化を目的にTOB（株式公開買い付け）を実施すると発表した。買付金額は最大1636億円。両
社合計の売上高は約5700億円となり、カインズを引き離して業界トップに立つ。人口減少などでホー
ムセンター市場が縮小に向かう中、経営基盤を強化して競争力を高める。両社は店舗の重複が少ないこ
となどから、相乗効果の早期実現を見込む。島忠はTOBに賛同している。

島忠株の買付価格は1株につき4200円で、TOB公表前日の終値3555円に18.14％のプレミアムを加え
た。買付予定数は3895万5287株で、下限は所有割合50％にあたる1947万7700株。上限は設けてい
ない。買付期間は10月5日～11月16日（30営業日）。公開買付代理人はSMBC日興証券。決済の開始
日は11月20日。

DCMホールディングスはカーマ、ダイキ、ホーマックの3社が2006年に経営統合して発足し、37都道
府県に677店舗を展開。東証1部上場で、2020年2月期の売上高は4373億円。一方、島忠は1969年、
家具の島忠（1979年に島忠に社名変更）として設立し、その後、ホームセンター事業に進出した。埼
玉県、東京都、神奈川県を中心に60店舗を構える。東証1部上場で、2019年8月期の売上高は1463億
円。

ホームセンター業界では現在、DCMとカインズが売上高で並び、業界トップを争う。DCMは島忠を傘
下に取り込むことで、首位の座を確固とする。


